
２０１８年２月の邦人犯罪被害事例 
 

在フランス日本大使館領事部 

 

２月中に大使館領事部に届けられた邦人の犯罪被害件数は３８件で、２０１８の合計は、

計７７件となりました。 

 

今月のコメント！ 

◎置き引き被害が増加しています。また、集団で署名を求めてきてスリを行うグループがいま

すので十分気をつけてください。 

◎渡航にあたっては、外務省海外旅行登録「たびレジ」への登録をお勧めします。 

【２０１８年２月の被害届分析表】 

 

 

○被害手口 当該月 累計 ○発生場所 当該月 累計

強盗 1 2 ○パリ市内及び近郊
ひったくり 2 3 地下鉄車内・駅構内 14 21
スリ 22 39 RERのB線 4 6
置引き 10 27 上記以外の電車・駅構内 0 0
車上狙い 3 5 凱旋門・シャンゼリゼ通り界隈 1 2

侵入盗（空き巣等） 0 1 エッフェル塔界隈 0 0
偽警察官 0 0 オペラ座界隈 2 17

その他の手口・不明 0 0 ルーブル・オルセー美術館界隈 3 3

合計 38 77 上記地区以外のレストラン・カフェ 0 3

上記地区以外のホテル 1 2

○事件発生時間帯 当該月 累計 上記地区以外の路上 5 6

０時台～５時台 0 0 その他の場所・不明 3 8
６時台～９時台 7 11 ○パリ市とその近郊以外
１０時台～１３時台 10 18 電車・駅等交通機関 3 4
１４時台～１７時台 11 27 レストラン・カフェ等 0 0
１８時台～２１時台 9 19 ホテル 1 1
２２時台～２３時台 0 0 路上 0 3

不明 1 2 その他の場所・不明 1 1

合計 38 77 合計 38 77

○事件発生曜日 当該月 累計 ○性別区分 当該月 累計

月曜日 9 16 男性 23 38
火曜日 6 11 女性 15 39

水曜日 1 5 合計 38 77

木曜日 2 9

金曜日 7 11 ○年齢 当該月 累計

土曜日 9 18 ２０歳未満 0 2
日曜日 4 7 ２０歳代 20 29
不明 0 0 ３０歳代 3 11

合計 38 77 ４０歳代 6 9

５０歳代 6 20

○平日・休日の別 当該月 累計 ６０歳代 0 3

平日 21 45 ７０歳以上 3 3
週末・祝祭日 17 32 不明 0 0

不明 0 0 合計 38 77

合計 38 77

○月別発生件数(２０１７年)

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

39 38 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 77



【２月の被害例】 

１．リヨン駅にて列車待ちをしている際、横に置いていたスーツケースに結びつけていた

カバンを盗難された。ナイフで紐が切られていた。（男性在住者） 

 

２．ＴＧＶシャンベル駅で停車中、通行人が小銭を撒いたため注意が床にいってしまった。

気づいたら棚の上に置いていたショルダーバッグがなくなっていた。（男性旅行者） 

 

３．クリニャンクールの蚤の市で走ってきた男性にカバンをひったくられた。（女性旅行者） 

 

４．Hotel Campanille Paris Est-Porte de Bagnolet のロビーで同僚と話していた際、気

づいたらカバンが置き引きされた。（女性出張者） 

 

５．オペラ駅でメトロの車両に乗り込んだ時、すぐに中学生くらいの男子数人が乗り込ん

できて囲まれた。声を出しながら騒がれていたが、気づいたらカバンの中から貴重品

の入ったポーチが盗まれていた。（女性旅行者） 

 

６．Hotel Ibis Boulogne sur Mer の駐車場にレンタカーを停めていたところ、車上荒らし

にあい、トランクに入れていたスーツケースが盗まれた。（男性出張者） 

 

７．ＣＤＧ空港からパリ市内に向かう車両に乗車中、渋滞して遅い速度で走っている時、

土手から男が走ってきて、車の窓ガラスを割り、斜めがけしていたバッグを強奪され

た。（女性旅行者） 

 

８．ＲＥＲ乗車中、途中駅で男性が乗り込み、リュックサックをひったくり逃走した。（女

性旅行者） 

 

９．パリ市内の歩道を歩行中、携帯電話に気を取られている隙に、上着のポケットから貴

重品を盗まれた。（男性在留邦人） 

 

10．ルーブル美術館付近で３人組の女性に署名を求められた。すぐにその場を離れたが、

その後、カバンの中から貴重品が盗まれていることに気づいた。（男性旅行者、他同様

の被害数人） 

 


